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1. 背景 

Fe3Mo3N は、η-カーバイド型の結晶構造を持つ三
元窒化物金属であり、磁性を担う Fe原子が星型四面
体を基調とした 3次元ネットワークを組んでいる。
この星型四面体格子は、正四面体や正三角形によっ
て構成されており、それ故、Fe3Mo3Nは”遍歴電子フ
ラストレート磁性体”のモデル物質の可能性を持っ
ている。我々は、この Fe3Mo3Nの基礎物性を調べる
過程で、様々な興味深い特性を発見した[1,2]。中で
も特異なのは、磁化測定によって得られた Co 置換
濃度(x)-磁場(H)-温度(T)の 3次元相図で、零磁場の強
磁性-常磁性量子臨界点とメタ磁性転移の量子臨界
終点が共に存在すると予想され、強磁性寸前の金属
で通常期待されるものとは大きく異なっている(図 1
参照)。本研究課題では、この磁気相図をさらに詳し
く調べる目的で、(Fe1-xCox)3Mo3N の強磁場下での電
気抵抗測定を行った。 

 
2. 実験方法 
 Co濃度 x = 0.04, 0.20の焼結体試料を還元窒化法
により作製した。実験は、東北大金属材料研究所強
磁場超伝導材料研究センターの 20T超伝導マグネッ
ト 20T-SM を用いて、16T の強磁場までで行った。
電気抵抗測定は、直流四端子法により 1.6K – 80Kま
での温度範囲で行った。 
 
3. 実験結果 
 図 2に、x = 0.04試料の残留抵抗率 ρ0の磁場依存
性を示す。ρ0は、各一定磁場下での電気抵抗率を ρ  = 
ρ0 +ATnの式でフィットして得たものである。これを
見ると、H = 10.8 Tに明瞭なカスプ型の異常がある
が、これは磁化測定から得られた図 1の磁気相図と
比較すると、メタ磁性転移によるものであることが
分かる。また、H = 0 Tから ρ0が急峻に上昇してい
るが、これは相図どおり、(x, H) = (0.04, 0 T)付近に
強磁性-常磁性の量子臨界点があることを示してい
る。また、(図には示していないが)電気抵抗率の温
度依存性の指数 nを見ると、H = 0 Tでは n ~ 1.2と
かなり小さく、量子臨界的挙動が確認できる。 
 

4. まとめ 
 (Fe1-xCox)3Mo3N の強磁場下での電気抵抗測定によ
り、磁化測定によって予想されていた異常な強磁性
量子臨界磁気相図を確認した。今後はさらに低温で
の測定や濃度を変えた測定を行い、この異常な磁気
相図がどのようなゆらぎと関係しているのかを明ら
かにしていきたい。 
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図 2 x = 0.04試料の残留抵抗 ρ0の磁場依存性。 

図 1 (a) (Fe1-xCox)3Mo3Nの磁気相図と、 
  (b) 通常の遍歴電子強磁性体の磁気相図。 


